

































































れより二十一年も遡ることに筆者 気づいた。 『雲華上人遺稿』収録 「雲華草別稿」に「謝田行蔵」と題された五言絶句がある
*7。起句に「君題山水画」とあり、題名の「行蔵」とは他ならぬ竹田の実名であるから、この詩が雲華
から竹田に贈られたも であ は間違いないが、こ 詩自体には明確な作成年月が記されていないため、いつ頃の作品であるかはわからない。　
ところが、雲華が後年住持となった中津の正行寺（真宗大谷派）に残された未刊の漢詩草稿である『雲華草巻二』
（写本一冊）には、 「壬戌稿、享和二年三十歳」の部分に正しくこの詩が含まれており、詩の製作年代が享和二年と判明する。これにより、雲華と竹田と 交際は、通常考えられて るような文政六年（一八二三）に始まったものではなく、それよりも二十一年も以前の享和二年（一八〇二） 雲華三十歳、竹田二十六歳 時に遡ることがわ っ































た文政元年（一八一八） 富士登山を取り上げ 竹田との関係について考えてみる。この年が雲華にとって実に多事多忙な一年であったことについては小文を草した とがあるが
*10、ここでは富士登頂に限って概要を述べると、雲
華がこの年の正月を中津で迎えたときに 既に富士登山の計画は出来上が ており、三月に江戸へ向けて出立、その月末には西遊に下って来た頼山陽と下関で邂逅してすぐに東西に別れ、善光寺を経由し 五月には江戸の中津藩邸に入って歓待を受けた後、六月十 日、ついに富士山の登頂を果たした（なお頼山陽は生涯ただ一度となっ この年の九州行の終盤、十二月に中津の雲華の自坊正行寺 訪ねて、雲華 再会し、これにより名勝耶馬渓が誕生ている） 。　
富士山の第八石室では、雪の水で揮毫や点茶を試みるなど風流を尽くす雲華であったが、その心中に真っ先に去













の積もった富士山と雲海が簡素なフォルムで描かれ、上半分には自賛が記されている。 の竹田自賛の内容は「自分も前から登山の希望があったが、あなたが登っ と聞 て羽が生えるような思いであ 急いで硯をぬぐい 禿筆をひねって描いてみた」云々 あり（原漢文） 、最後に「聞
 巨株桑兄今茲夏六月登不盡峯為／写此図并題短古一篇











に竹田を訪ねているのは前述の通りであるが、それならば落款の年紀が「文政己卯秋八月」 （文政二年）となっているのは奇妙である。落款 内容では、今夏六月に登ったことを聞いて八月に描いたというのであるから、文政元年戊寅となるはず の通りとすれば、竹田は雲華の話を聞いて一年も経ってから描いたことになる。勿論、竹田自身が干支を間違えた可能性も考慮せねばならぬが、筆者はこの作品の完成はやはり文政二年ではないかと考えている。　
先の宗像健一氏によると、この作品は「画絹に礬水を引いた後、胡粉を入れた部分は不明ながら、他の部分には、






頼山陽が急逝するからである。その山陽 逝去をはさんで、 「曲渓複嶺図」と「梅花書屋図」という、竹田の画業を代表するような二つの大作が生み出され、そのいずれの場にも雲華が竹田の間近に居た である。京都に留まって死を迎えた山陽はともかく、雲華と竹田のこの の動きは実 めまぐるしい。　
年頭、在京の雲華は一月三日に頼山陽宅を朝晩 二回訪問し、 「一日過君已両回」 苦笑しているが、結果的には
これが両者の永訣となった
*15。四日に帰国のため離京、 月末二十七日に中津に到着した。二月二十九日から三月二十




九日まで雲華が日田に滞在していたことが、廣瀬淡窓の日記で確認できる。そして、四月二日に雲華は生地である岡に入り、四日・五 は洗竹居・光西寺に遊び 七日から十四日まで実父円寧師の五十回忌を生家である満徳寺にて盛大 執行している（太一宛 田書簡） 。　
このころ竹田は、昨年四月の帰国以来、別府への入湯などもはさんで、主に岡の竹田荘にあって絵画制作や所蔵










この戸次遊覧中の六月二十五日に製作されたのが、 「曲渓複嶺図」 （大分市美術館蔵、重文） である
*18。当初二幅が
作成され、世話になった帆足家と雲華にそれぞれ贈ったと、現存の漢詩幅に明記さ ており、雲華と竹田の交流の成果であることは既 明白である（現存作品は帆足家に贈られたものであり もう一幅の雲華に贈られたとされものは現在所在不明） 。　
その題材について宗像健一氏は、 「戸次辺を図様 中心 置いた、大野川 水系を辿る景が描き込まれているもの
と把握される」 として、戸次近辺の実景である されるが
*19、一方で、雲華に贈られたものに記されていたと考えら








子太一に宛てた七月二十八日付書簡からわかる。その部分を抄出すると、 「拙も此表様子次第 ハ九月初旬より豊前ニ参候而、含公を訪ひ含公同道直ニ渡海再游可仕やと内存致し居候。然シ未だ一定ハせす候。山陽兄大不快 よし如何ヤ承度候 しかし此節ハ大分快方と存候」とある。太一は、雲華・山陽・竹田らとは昵懇の文人仲間である医師小石元瑞に入門しており、現に山陽の主治医が小石であることから、山陽の容態を知るには打ってつけであった。　
ただ、ここで注意せねばならないのは、来る九月に豊前に行き、含公 （雲華のこと） と同道して上京 よう する




（雲華の甥、ただし翌天保四年十月二十八日急逝）に迎えられてそのまま逗留した。竹田自身の『師友画録』巻下の「釈大有」 項目に、 「客秋、予北游留其書院、殆三旬連床起臥、吟酌為歓」とあり、九月のほぼ一ヶ月にわたって正行寺の書院に滞在したことがわかる。この時はおりからの茸の豊作とて、竹田は大有師と様々な種類 茸を思う存分に飽食し、それらを「秋味冊」や「筍蕈図」などの作品に残した。



























い気持ちで、竹田はこの作品を描」 いたとするが、七月二十八日付けの太一宛の竹田書簡によれば、竹田は山陽 不予については承知していたもの 、 「しかし此節ハ大分快方と存候」と、山陽の病状を楽観的 見て のでありこの旅自体、六月末に雲華と 間で既に約されており、上洛の目的は自身の著述の刊行や息子太一の学習状況を監督することであって、山陽の見舞いが目的でないことなどは前述の通りである。　
そして、九月初旬に中津正行寺に入ってから 十月下旬（筆者は二十三日と特定、後述）に山陽逝去の知らせに
接するまでのおよそ二ヶ月弱の間、雲華を含 中津の文人 竹 と やりと の中で、山陽の病状が話題に上ったような形跡は、少なくとも残された資料による限り全くな 。　
次に、竹田が山陽逝去の事実を認識した時期について黒田氏は、 「そののち、小倉に至り、年来の親友、頼山陽の












十月初頭であるから、岸井村に移って二十日前後経過した頃であり、 「十一月之初」の落款を持つ「梅花書屋図」が完成した時点 、竹田が 逝去を承知していたことは確実 る。　「梅花書屋図」完成以前に竹田が山陽の逝去を知っていたということはこうして確認できたが、問題は、果たして黒田氏が言われるように、 「梅花書屋図」 山陽の死の影響が見られるのか 「強い悲痛を、芸術創作意欲に高めた」ものなのかという点にある。筆者 疑問に思うのは、この作品自体には、客観的に山陽の逝去を指し示すようなの、人 死を暗示するようなものは、実のところ何もないということである。　画面全体に多く点在するごつごつと屈曲した梅樹の表現について同氏は、 「長い年月を経た老梅樹は、その時間の
長さを象徴するかのように、複雑に枝をは 。
まるで何かに苦しみ踠くようにも映る。 」といい、 「実際には、この
時山陽は死去していたわけだが おそらくそのことを耳 しながらも、承知しなかった竹田の胸中を、まるで語るかのようにこの作品は描かれたのだろう。梅樹 踠く姿は、竹田の心象な だ。 」とする（傍線は引用者による） 。　
確かに、見方によってはいささかデモーニッシュな感もある 描法ではあるが、こうした描法は、前年天保二
年の製作である「暗香疎影図」 （大分市美術館蔵、重文）でも全く類同したものが見られるのであって、 「山水画の点景としての梅樹表現では、文政期末頃 り同様の描法を用いている。 」という宗像晋作氏の指摘をふまえれば 山陽の逝去 は全く無関係 、以前から竹田が会得していた 描法である とが明 かである。　
結局、 「梅花書屋図」に山陽の死（あるいはその予感）が投影されてい という黒田氏の解釈は 構図や描法など、










































考えられるのである。何故ならば、この年七月六日の川上不白宛書簡の中で、竹田は物故者の名前を並べて、 「静斎唐橋先生ニ随侍仕候者、大低尽果申候」と、かつて唐橋君山のもとで文事を共にしたものたちのほとんどが帰泉してしまったことを嘆いてい 現在、竹田荘の周囲にいるも は家族 年下の弟子ばかりであって、対等の立場で往事を語り、雅交を楽しむことのできる人物は岡の市中にほとんどいなくなっていた。　
そうした状況の中で、雲華上人という、まさに君山在世時の無名の竹田を知る年長の「兄貴」と、この年の前半
には豊前戸次の山水を堪能し、今また雲華の本拠地中津に迎えられ、雲華旧知の気の置けない地元の文人 歓待を受けることは、表裏圭角のあ 京阪の文人世界の交際とはひと味違う、和気藹々 した肩肘の張らぬ居心地のよいものであって、往年の岡での雅交をも思 起こさせたこと ろう。　
墨荘からの絵画制作の依頼も、 早ければ正行寺滞在中 九月 、 遅くとも墨荘に移った十月の下旬以前に 受けて
いたと考えるのが自然で、頼山陽 訃報に接した十月二十三日以前に「梅花書屋図」の構想は既にでき おり、一部着手もしていた で ないかと筆者は推定する。　
こうした状況を見れば、墨荘の依頼作品である 「梅花書屋図」 の主題は、林和靖よろしく梅に囲まれて自適する依















ただしく出立し、およそ二十日後の十一月十三日には入京 て頼家を弔問して る（小石元瑞宛雲華書簡） 。　
一方の竹田は、雲華が頼家を弔問に訪れたちょうどその日にようやく岸井村の墨荘宅を離れており、椎田・大橋・











で文事の交流を行うとともに、孜々として依頼画の制作にいそしんでいた。それは他でもない、在学中の息子太一への仕送り料と京都における自身の滞在費、及び編著 出版費用などを自ら捻出せねばならなかったからだ。多くの潤筆料を得るためには、入れ替わり訪ねてくる文人と親 く交際して画の注文を取り付ける必要があり、その注文をこなすためには連日のように筆を執らねばならず、この頃の竹 には亡き山陽を追憶して感傷にひたるような暇はなかったの ある。　
そのような日々の竹田が、しみじみと山陽を追憶し、その追善のために筆を執ったと思われるのが、天保三年十
二月三十日に下関で描いたという「白衣大士図」 （白描白衣観音像）であろう。これまで竹田はいくつかの白衣観音像を描いており、そ 目的は渡航の安全を祈願・感謝することや 家族の病気平癒を祈念するものであった
*28。この
度描かれたものに こ 年 四月 山陽から雲華 託されて竹田のもとに届いた山陽自刻 「小白石翁」の印を用いており、山陽追善の意図が認められ だろう
*29。
　
また竹田は、山陽遺宅を弔問して後 天保四年三月三十日 、 グループ 一員であり、絵師でもある浦上春










の初見は通説より二十一年も早い享和二年であること、竹田の「芙蓉残雪図」は雲華の富士登山をふまえて制作され、同人に贈られたものであること、 「梅花書屋図」は雲華旧知の中津の文人曾木墨荘とその仲間たちの雅交を表現したものであることなどがわかった。従来、竹田側の資料を見ていただけではわからなかった竹田の事跡や思想が、雲華側の資料を交差させること よ 立体的に浮かび上がってきた。今後は絵画資料のみ らず、 著述の中にも、雲華上人との関係の足跡を探ってみたい。 
*1　
田能村竹田の主要著作のテキストとしては、 『大分県先哲叢書
 田能村竹田資料集』 全四冊 （平成四年、大分県教育委員会）
があり、その他に注釈書として、竹谷長二郎氏『文人画家 竹田―「自画題語」訳解を中心 』 （昭和五六年、明治書院） ・同氏『竹田荘師友画録訳解』 （一九七七年、笠間書院） ・同氏『田能村竹田画論『山中人饒舌』訳解』 （二〇一三年、笠間書院、一九七五年の改題改訂版）などがある。*2　
拙稿「雲華院釈大含信慶講師（雲華上人）年譜稿」 『寺社と民衆』一〇（二〇一四年） 。なお、簡略な雲華の年表として
は、影山純夫氏「雲華上人年譜」 『日本文化論年報』一五（二〇一二年三月）があり、更に古くは赤松翠陰氏「雲華上人年譜」 『中津史談』四（昭和一五年二月）がある。*3　












































 図版篇』八二頁、 『田能村竹田』九五頁に掲載される。なお、 「曲渓複嶺図」





複嶺図』 の漢詩幅の文章とは異なるところがある。恐らくこれは現在所在不明の雲華に贈られた画幅に記載されたものと考えられる。な 、これら二種類の題跋に共通して含まれる五首の漢詩は、 『杜少陵集』の「暮春題瀼西新賃草屋五首」にそれぞれ次韻したものであるが、こ 作品におけるそうした行為の意味合い ついては別途考察する必要がある。*21　
国元で上洛の許可を得るにあたり、竹田は、 「京都小石元瑞え療用相頼」むことと、 「自身著述之書物類板行ニ致、世間ニ
為弘申度」きことを理由として挙げている。 『大風流田能村竹田』二巻四二六頁。*22　
黒田泰三氏「田能村竹田筆「梅花書屋図」の成立をめぐって」 『出光美術館館報』七五（一九九一年） 、同氏 田能村竹田







*23　「梅花書屋図」に山陽の逝去の影響を見る黒田氏の解釈について、前掲宗像晋作氏論考では、 「確かに、最も大切な友を失った直後の竹田の心境を鑑みるならば、頼山陽への追憶、鎮魂といった感情が絵画制作に反映し、何らかの作用を生むことは十分に考えられてよい。 」とこれに同調しているが、一方、前掲宗像健一氏の解説記事では、そもそも山陽の訃報到来の事柄自体、全く言及されておらず、作品 山陽の死の影響を認めるかどうか、両 立場は対照的である。
*24　
山陽の訃報到来の時期について、現在に至るまで最も浩瀚な竹田の伝記資料集である木崎愛吉（好尚）編著『大風流田能
村竹田』全八冊（昭和四年、民友社）には「十一月日 中津に在り。山陽の訃音至る。 （中略）十一月日、小倉に在り。山陽の訃に就き」 （第二巻 一〇頁）などとあって、日付や場所が特定されていない。おそらくこうした記述が黒田氏の記述に影響を与えているものと思われる。*25　
山陽の逝去を悼む雲華の五言律詩五首は、これも現在に至るまで最も浩瀚な山陽の伝記資料 、同じく木崎愛吉の編著た
る『頼山陽全伝』 （昭和七年）に記載されている（下巻五八三頁、 『雲華上人遺稿』未収録） 。*26　
竹田が 訃報に接した時期について、前掲宗像晋作氏「田能村竹田筆「梅花書屋図」について」では、竹田が中津
文人津田小石 贈った七言律詩の題に「此日頼山陽訃至」と書き添えられていることを紹介して、 「その訃報が竹田のもとに届いたのは、中津諸友との別宴の席においてであったようである」とするが 日付 にはいたっていない。*27　
前掲宗像健一氏の解説記事でも、 「本図は、遺作中で最もなだらかな山容、最もゆったりとした平遠近風流水・平泉部が



















来』六二頁） 、役宅と思しき屋敷に向かって右側に特徴的な樹木が描かれているが、この木は「矢野家のもっこく」 （豊前市指定天然記念物） として現在も存在する樹木と同一と見られるため、ここが竹田の滞在した墨荘で ないかという豊前市教委の回答を得た。この矢野家とは久路土（黒土）手永の大庄屋であり、曾木亮の妻（ 『筑上郡誌』では母とするが、墓碑銘により妻と判明）がこの矢野家の出身であったから、曾木亮も一時久路土手永の大庄屋を勤めたようだ。　
つまり、竹田が滞在した曾木亮の「墨荘」の位置については、釘丸池周辺の岸井手永と、もっこくのある矢野家久路土手永
の大きく二つの説 あり、この両者 直線距離にして約五百米ほどの近距離である。杏雨の描 た「もっこく」を根拠とすれば、久路土手永が有力かもしれぬが、筆者が注目 のは，岸井手永は釘丸池という貯水池 ほとりにあ たという事実である。　
竹田の「梅花書屋図」には、本文で述べたように梅樹の繁茂する水辺の光景が大きく描かれている。現在、釘丸池の周囲に
は桜が植えられているが、これを梅に置き換えてみれば、まさ 竹田の描いた情景と近似してくる。この池に限らず、この地方には現在も大小の貯水池が点在しており、こうした実景も 「梅花書屋図」 に影響を与えたであろうことに注意 ておきた 。　
豊前市の現地調査にあたっては、中津市 住の島藤寿敏氏より御高配・御教示をいただき、同氏を通して、豊前市在住の橋
本和寛氏作成曾木墨荘関係資料を拝見する とができた。あわせてあつく御礼申し上げる。
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二三
「雲華上人蘭竹双清図」（天保三年、絹本一軸）
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